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榎本 一平 議員のここが聞きたい!

質
問
　
有
権
者
の
参
政
権
を
保

障
す
る
課
題
は
重
要
で
す
。
印

南
町
で
は
投
票
所
が
18
カ
所
か

ら
15
カ
所
に
減
ら
さ
れ
、
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
投
票
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
有
権
者
の
参
政
権
を
保
障
す

る
た
め
に
も
、
有
田
川
町
や
新

宮
市
な
ど
で
も
行
っ
て
お
り
、

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
移
動

期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

答
弁

　総
務
課
長

　
移
動
距
離
等
に
よ
る
投
票
環

境
の
制
限
か
ら
投
票
の
機
会
を

失
う
事
の
な
い
よ
う
配
慮
が
必

要
で
す
。

　
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
研
究
・
検

討
し
ま
す
。

質
問
　
今
年
も
雹
が
降
り
、
農

作
物
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。

　
町
内
の
被
害
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁

　企
画
産
業
課
長

　
町
内
で
は
20 

ha
の
園
地
で
雹

被
害
が
発
生
し
、
被
害
金
額
は

９
１
０
万
円
で
す
。稲
原
、切
目
、

切
目
川
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。

　
県
下
の
梅
被
害
は
47
億
７
千

８
３
２
万
９
千
円
で
、
そ
の
他

の
作
物
、
エ
ン
ド
ウ
、
ス
モ
モ
、

園
芸
施
設
な
ど
含
め
被
害
金
額

は
48
億
１
１
８
６
万
５
千
円
で

す
。

質
問
　
異
常
気
象
の
影
響
で
農

家
の
方
は
大
き
な
被
害
を
被
る

事
態
に
な
っ
た
時
、
対
応
で
き

る
「
収
入
保
険
」
に
多
く
の
農

家
の
方
が
加
入
で
き
る
よ
う
、

保
険
料
の
一
部
を
町
が
補
助
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答
弁

　企
画
産
業
課
長

　
収
入
保
険
の
積
立
金
の
部
分

で
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
の
方
法
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

自
然
災
害
か
ら
農
家
の

経
営
を
守
る
対
策
を

移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

提
案
す
る

榎本 一平
議員

令和7年 第2回定例会 【6月議会】

6 月定例会は 12 日に開会し、18 日に閉会しました。
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榎本 一平 議員のここが聞きたい!

質
問
　
有
権
者
の
参
政
権
を
保

障
す
る
課
題
は
重
要
で
す
。
印

南
町
で
は
投
票
所
が
18
カ
所
か

ら
15
カ
所
に
減
ら
さ
れ
、
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
投
票
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
有
権
者
の
参
政
権
を
保
障
す

る
た
め
に
も
、
有
田
川
町
や
新

宮
市
な
ど
で
も
行
っ
て
お
り
、

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
移
動

期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

答
弁

　総
務
課
長

　
移
動
距
離
等
に
よ
る
投
票
環

境
の
制
限
か
ら
投
票
の
機
会
を

失
う
事
の
な
い
よ
う
配
慮
が
必

要
で
す
。

　
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
研
究
・
検

討
し
ま
す
。

質
問
　
今
年
も
雹
が
降
り
、
農

作
物
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。

　
町
内
の
被
害
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁

　企
画
産
業
課
長

　
町
内
で
は
20 

ha
の
園
地
で
雹

被
害
が
発
生
し
、
被
害
金
額
は

９
１
０
万
円
で
す
。稲
原
、切
目
、

切
目
川
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。

　
県
下
の
梅
被
害
は
47
億
７
千

８
３
２
万
９
千
円
で
、
そ
の
他

の
作
物
、
エ
ン
ド
ウ
、
ス
モ
モ
、

園
芸
施
設
な
ど
含
め
被
害
金
額

は
48
億
１
１
８
６
万
５
千
円
で

す
。

質
問
　
異
常
気
象
の
影
響
で
農

家
の
方
は
大
き
な
被
害
を
被
る

事
態
に
な
っ
た
時
、
対
応
で
き

る
「
収
入
保
険
」
に
多
く
の
農

家
の
方
が
加
入
で
き
る
よ
う
、

保
険
料
の
一
部
を
町
が
補
助
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答
弁

　企
画
産
業
課
長

　
収
入
保
険
の
積
立
金
の
部
分

で
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
の
方
法
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

自
然
災
害
か
ら
農
家
の

経
営
を
守
る
対
策
を

移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

提
案
す
る

榎本 一平
議員

- 3 -



山 智文 議員のここが聞きたい!

質
問
　
４
中
学
校
統
合
建
設
事

業
や
、
防
災
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
、
切
目
橋
架
け
替
え
工
事
、

町
道
上
野
山
線
道
路
改
良
工
事

等
、
大
き
な
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
お
金
が
あ
る
の
か
？
大
丈
夫

か
？
」
と
い
っ
た
声
が
町
民
の

中
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
　

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
問
題
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
　

　
ま
た
、
印
南
町
は
、
ど
の
よ

う
な
資
産
運
用
、
財
政
運
用
を

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

答
弁

　総
務
課
長

　
国
、
県
補
助
金
な
ど
で
き
る

限
り
確
保
し
な
が
ら
、
有
利
な

起
債
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
目
的
基
金
や
義
務
教

育
施
設
整
備
基
金
等
の
各
種
基

金
も
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
交
付

税
措
置
率
の
高
い
有
利
な
起
債

を
財
源
と
し
な
が
ら
、
印
南
町

の
財
政
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

答
弁

　会
計
管
理
者

　
地
方
自
治
法
や
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
定
期
預
金
や
債
券

に
よ
り
、
保
管
及
び
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問
　
財
産
運
用
に
お
け
る
定

期
預
金
な
ど
の
特
徴
お
よ
び
、

運
用
益
の
税
制
優
遇
に
つ
い
て
、

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

答
弁

　会
計
管
理
者

　
一
般
的
に
、
定
期
預
金
は
、

１
年
間
の
運
用
の
た
め
、
現
金

化
し
や
す
い
も
の
の
、
債
券
と

比
較
し
て
、
低
金
利
で
す
。

　
一
方
、
債
券
は
、
発
行
体
や

運
用
期
間
が
多
様
で
、
選
択
肢

が
多
く
、
定
期
預
金
と
比
較
し

て
、
高
金
利
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
運
用
益
の
税
制
優
遇
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
体
で
運
用
す

る
利
子
の
収
入
は
、
所
得
税
法

に
よ
り
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
　
令
和
６
年
度
決
算
見
込

額
の
増
額
要
因
と
、
令
和
７
年

度
見
込
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

答
弁

　会
計
管
理
者
　

　
令
和
６
年
度
決
算
見
込
額

２
千
49
万
４
千
３
５
２
円
の
内

１
６
６
０
万
円
が
債
券
運
用
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
見
込
額
は
、

約
４
千
９
０
０
万
円
で
す
。

基
金
と
町
政
運
営
に
つ
い
て

　山 智文
議員

岡本 庄三 議員のここが聞きたい!

質
問
　
先
の
議
会
で
は
、
建
設

は
考
え
て
い
な
い
旨
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
が
、
再
度
、
建
設

が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
で
質

問
し
ま
す
。

　
町
長
の
防
災
対
策
の
基
本
的

な
考
え
は
「
一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
、
出
さ
せ
な
い
」
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
　

　
そ
の
な
か
で
、
浜
東
地
区
の

避
難
タ
ワ
ー
は
、
現
在
の
津
波

被
害
想
定
で
は
、
十
分
な
機
能

を
果
た
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
犠
牲
者
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
防
災
対
策
に
は
一
人
一
人
の

危
機
管
理
へ
の
意
識
や
行
動
が

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
犠
牲
者
の

出
る
可
能
性
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
整
備
も

必
要
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
を
検
討
出
来
ま
せ
ん
か
。

答
弁

　総
務
課
長

　
現
在
、
浜
東
地
区
で
は
、
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
で
は
な
く
、

平
和
橋
の
耐
震
化
、
避
難
誘
導

灯
の
整
備
、
空
き
家
や
障
害
物

の
除
去
な
ど
、
避
難
経
路
の
安

全
確
保
を
重
視
し
た
対
策
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
に
は
、

指
定
避
難
所
へ
の
避
難
が
最
も

確
実
で
あ
る
と
の
方
針
の
も
と
、

地
元
関
係
者
と
も
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

質
問
　
地
域
の
高
齢
化
率
や
歩

行
困
難
者
の
実
情
を
踏
ま
え
る

と
、
短
時
間
で
高
台
避
難
が
で

き
る
か
は
極
め
て
不
安
で
す
。

　
避
難
タ
ワ
ー
は
水
や
食
料
の

備
蓄
よ
り
も
命
を
つ
な
ぐ
一
時

避
難
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
最
悪
を
想
定
し

た
「
最
後
の
命
綱
」
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
否
定
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
タ
ワ
ー
が

不
要
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、
地

元
住
民
の
意
思
や
避
難
困
難
者

の
実
態
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

答
弁

　総
務
課
長

　
町
と
し
て
は
長
年
、
地
元
区
・

自
主
防
災
会
・
民
生
委
員
等
と

協
議
を
重
ね
、
避
難
対
象
と
な

る
方
々
の
個
別
情
報
も
把
握
し

た
上
で
、
安
全
か
つ
持
続
可
能

な
避
難
体
制
を
構
築
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
否
定
す
る
よ
う
な
議
論
に
は
、

地
域
の
努
力
を
軽
視
し
て
い
る

と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

岡本 庄三
議員

浜
東
地
内
へ
の

避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
つ
い
て
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山 智文 議員のここが聞きたい!

質
問
　
４
中
学
校
統
合
建
設
事

業
や
、
防
災
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
、
切
目
橋
架
け
替
え
工
事
、

町
道
上
野
山
線
道
路
改
良
工
事

等
、
大
き
な
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
お
金
が
あ
る
の
か
？
大
丈
夫

か
？
」
と
い
っ
た
声
が
町
民
の

中
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
　

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
問
題
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
　

　
ま
た
、
印
南
町
は
、
ど
の
よ

う
な
資
産
運
用
、
財
政
運
用
を

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

答
弁

　総
務
課
長

　
国
、
県
補
助
金
な
ど
で
き
る

限
り
確
保
し
な
が
ら
、
有
利
な

起
債
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
目
的
基
金
や
義
務
教

育
施
設
整
備
基
金
等
の
各
種
基

金
も
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
交
付

税
措
置
率
の
高
い
有
利
な
起
債

を
財
源
と
し
な
が
ら
、
印
南
町

の
財
政
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

答
弁

　会
計
管
理
者

　
地
方
自
治
法
や
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
定
期
預
金
や
債
券

に
よ
り
、
保
管
及
び
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問
　
財
産
運
用
に
お
け
る
定

期
預
金
な
ど
の
特
徴
お
よ
び
、

運
用
益
の
税
制
優
遇
に
つ
い
て
、

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

答
弁

　会
計
管
理
者

　
一
般
的
に
、
定
期
預
金
は
、

１
年
間
の
運
用
の
た
め
、
現
金

化
し
や
す
い
も
の
の
、
債
券
と

比
較
し
て
、
低
金
利
で
す
。

　
一
方
、
債
券
は
、
発
行
体
や

運
用
期
間
が
多
様
で
、
選
択
肢

が
多
く
、
定
期
預
金
と
比
較
し

て
、
高
金
利
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
運
用
益
の
税
制
優
遇
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
体
で
運
用
す

る
利
子
の
収
入
は
、
所
得
税
法

に
よ
り
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
　
令
和
６
年
度
決
算
見
込

額
の
増
額
要
因
と
、
令
和
７
年

度
見
込
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

答
弁

　会
計
管
理
者
　

　
令
和
６
年
度
決
算
見
込
額

２
千
49
万
４
千
３
５
２
円
の
内

１
６
６
０
万
円
が
債
券
運
用
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
見
込
額
は
、

約
４
千
９
０
０
万
円
で
す
。

基
金
と
町
政
運
営
に
つ
い
て

　山 智文
議員
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地球環境保護のために、再生紙を使用しています。

　
第
17
期
の
広
報
特
別
委
員
会

は
、
写
真
の
６
名
で
構
成
さ
れ
、

令
和
３
年
９
月
か
ら
４
年
間
「
議

会
だ
よ
り
」
の
作
成
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　
年
４
回
の
議
会
ご
と
に
何
度
も

委
員
会
を
重
ね
、
全
体
の
レ
イ
ア

ウ
ト
や
ペ
ー
ジ
ご
と
の
イ
ラ
ス
ト

等
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
表
紙
の
写
真
や
裏
表
紙
の

構
成
等
を
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

　
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿

が
議
場
で
の
事
実
と
相
違
は
な
い

か
、
誤
字
脱
字
や
誤
解
を
招
く
表

現
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
審
議
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
表
紙
の
写
真
撮
影
に
出

か
け
た
り
、
裏
表
紙
の
団
体
紹
介

コ
ー
ナ
ー
の
取
材
を
し
た
り
と
仕

事
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
委
員
会
発
足
当
時
は
、
コ
ロ
ナ

禍
も
あ
り
研
修
会
へ
の
参
加
も
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
４
年
目

に
し
て
初
め
て
、
全
国
規
模
で
行

う
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
研
修
で
全
員
が
感
じ
た

こ
と
は
、
読
み
や
す
さ
、
読
ん
で

も
ら
い
や
す
さ
は
、
文
字
数
を
少

な
く
し
、
的
確
に
伝
え
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
号
が
私
た
ち
の
最
後
の
仕

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
議
員
選
挙
後
の
９
月
議
会

か
ら
は
、
新
し
い
委
員
で
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

　
４
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

委  

員  

長

　
　前
田

　憲
男

■ 

副
委
員
長

　
　
　山

　智
文

■ 

委

　
　員

　
　黒
井

　美
晴

谷

　
　章
資

中
島

　
　洋

古
川

　
　眞

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

第
17
期
印
南
町
議
会 

広
報
特
別
委
員
会
よ
り

No.105
2025.4

…
…

…
…

…
…

…
 P

2

…
 P

8

5
…

 P
3

P
7

令
和
7年
 第
1回
定
例
会
等

地球環境保護のために、再生紙を使用しています。

防
災
機
能
を
兼
ね
た

小
中
学
校
の
視
察
に

行
き
ま
し
た

議会広報特別委員会 ■ 委員長　前田　憲男　■ 副委員長　　山    智文■ 委　員　黒井　美晴 / 谷　 章資 / 中島 　洋 / 古川 　眞　

　令和
６
年
10
月
29
日
、
30
日

に
印
南
町
議
会
議
員
と
日
裏
町

長
、
脇
谷
副
町
長
、
平
尾
教
育

長
で
、
岩
手
県
釜
石
市
と
大
船

渡
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　釜石
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
市
内
で
最
も
被
害

が
大
き
か
っ
た
地
区
で
あ
る
鵜

住
居(

う
の
す
ま
い)

町
を
訪

ね
ま
し
た
。

　多く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
一

方
で
な
ぜ
、
学
校
管
理
下
に
あ
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
全
員
生
き
延

び
た
の
か
等
の
説
明
を
現
地
の

語
り
部
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　祈り
の
パ
ー
ク
や
、
い
の
ち
を

つ
な
ぐ
未
来
館
な
ど
の
視
察
を
通

じ
て
津
波
か
ら
身
を
守
る
術
を
学

び
、
巨
大
地
震
・
津
波
の
脅
威
と
、

そ
れ
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　大船
渡
市
で
は
、
防
災
機
能

を
兼
ね
た
赤
崎
小
学
校
及
び
東

朋
中
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　両小
中
学
校
で
は
、
学
校
施

設
に
お
い
て
、
避
難
所
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
う
え
で
備
え

て
お
く
べ
き
機
能
や
、
建
物
と

し
て
の
工
夫
な
ど
、
多
く
を
学

び
ま
し
た
。
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